
1.業 績 概 要



山口 もみじ 北九州

1,610 30 1,526 △ 4 18 △ 23 0

1,137 △ 47 1,073 △ 55 △ 1 △ 54 0

資金利益 940 △ 1 949 3 △ 6 11 △ 1

役務取引等利益 173 24 123 18 11 6 1

その他業務利益 0 △ 78 △ 0 △ 79 △ 7 △ 72 1

850 △ 14 768 △ 18 △ 14 △ 3 △0

人件費（△） — — 346 △ 12 △ 9 △ 3 0

物件費（△） — — 385 △ 3 △ 4 0 0

286 △ 32 304 △ 36 13 △ 50 0

498 59 500 42 40 2 △ 0

312 40 330 25 22 3 △ 0

△ 69 △ 72 △ 69 △ 71 △ 32 △ 41 1

※単位未満は切捨て表示。3行合算については3行単体の単純合算数値

コア業務純益

 ３行合算

前年
同期比

前年
同期比

経常収益

（億円）

経常利益

当期純利益

与信関係費用

 YMFG連結

コア業務粗利益

経費（△）
（除く臨時処理分）

平成25年度決算の概要（連結・ 3行単体合算）

1

◆役務取引等利益の増加、経費減少の一方、前期の貸出債権証券化に伴う譲渡益の影響からコア業務純益は
前年同期比32億円減少。

◆与信関係費用の減少により当期純利益は前年同期比40億円増加し312億円。経常利益、当期純利益とも過去 高益。

（億円）資金利益の内訳（3行合算）

連単差

前期、貸出債権証券化に伴う譲渡益
を計上した特殊要因によるもの。

330億円
のれん償却費(もみじ銀行他) △49億円
ＦＧ連結調整等 27億円
子銀行連結調整 3億円

312億円

3行合算当期純利益

YMFG連結純利益

△ 37806貸出金利息

△ 276預金利息

△ 384資金調達費用

43214有価証券利息

11,033資金運用収益

3949資金利益

前年同期比26/3期

△ 37806貸出金利息

△ 276預金利息

△ 384資金調達費用

43214有価証券利息

11,033資金運用収益

3949資金利益

前年同期比26/3期



山口銀行の平成25年度決算概要

コ ア 業 務 純 益 197億円（前年同期比 +13億円）

与 信 関 係 費 用 △47億円 （前年同期比 △32億円）

2

有 価 証 券 関 係 損 益 54億円 （前年同期比 △16億円）

（億円）

（億円）

（億円）

※コア業務純益：一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益控除後の業務純益

◆資金利益は減少したものの、役務取引等利益の増加・経費削減によりコア業務純益は前年同期比13億円増加。
◆加えて与信関係費用が減少（戻入益が増加）し、当期純利益は前年同期比22億円増加。

（億円）

前年同期比

837 18

589 △ 77

資金利益 505 △ 6

役務取引等利益 76 11

その他業務利益
（うち国債等債券損益）

7
（11）

△ 83
（△ 75）

380 △ 14

うち人件費（△） 166 △ 9

うち物件費（△） 196 △ 4

— —

209 △ 62

コア業務純益 197 13

97 102

うち不良債権処理額（△） 0 △ 0

うち株式等関係損益 42 59

うち貸倒引当金戻入益 47 31

306 40

△ 5 △ 5

300 35

189 22

△ 47 △ 32

業務純益

業務粗利益

一般貸倒引当金繰入額（△）

経費（除く臨時処理分）（△）

26/3期

※記載金額は、単位未満を切捨て表示

経常収益

与信関係費用（△）

当期純利益

税引前当期純利益

特別損益

経常利益

臨時損益

197
184

+1+4
+9

△7

+11
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△22ー償 却 額 （減損処理） （△）

3642売 却 損 益

5942株 式 等 損 益

△1△5償 還 損 益

△7417売 却 損 益

△7511国 債 等 債 券 損 益

前年同期比26/3期

△22ー償 却 額 （減損処理） （△）

3642売 却 損 益

5942株 式 等 損 益

△1△5償 還 損 益

△7417売 却 損 益

△7511国 債 等 債 券 損 益

前年同期比26/3期

△20△8個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

△11△39一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

前年同期比26/3期

△20△8個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

△11△39一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

前年同期比26/3期



もみじ銀行の平成25年度決算概要

コ ア 業 務 純 益 88億円（前年同期比 △50億円）

与 信 関 係 費 用 △22億円 （前年同期比 △41億円）

3

有 価 証 券 関 係 損 益 62億円 （前年同期比 +8億円）

（億円）

（億円）

（億円）

※コア業務純益：一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益控除後の業務純益

◆資金利益・役務取引等利益の増加及び経費削減に努めたものの、前期の貸出債権証券化に伴う譲渡益の影響から、
コア業務純益は前年同期比50億円減少。

◆与信関係費用の減少、有価証券関係損益の改善により、当期純利益は前年同期比3億円増加。

（億円）

前年同期比

561 △ 23

415 △ 93

資金利益 346 11

役務取引等利益 38 6

その他業務利益
（うち国債等債券損益）

30
（28）

△ 112
（△ 39）

298 △ 3

うち人件費（△） 138 △ 3

うち物件費（△） 145 0

— 20

117 △ 110

コア業務純益 88 △ 50

55 112

うち不良債権処理額（△） 3 △ 35

うち株式等関係損益 34 47

うち貸倒引当金戻入益 25 25

173 2

△ 1 △ 0

171 1

129 3

△ 22 △ 41

業務純益

業務粗利益

一般貸倒引当金繰入額（△）

経費（除く臨時処理分）（△）

26/3期

※記載金額は、単位未満を切捨て表示

経常収益

与信関係費用（△）

当期純利益

税引前当期純利益

特別損益

経常利益

臨時損益

88

139

+0
△0

+3
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+6
+0
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+33

△17
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前期の貸出債権
証券化に伴う譲
渡益の影響

△91償 却 額 （減損処理） （△）

3835売 却 損 益

4734株 式 等 損 益

△1△4償 還 損 益

△3733売 却 損 益

△3928国 債 等 債 券 損 益

前年同期比26/3期

△91償 却 額 （減損処理） （△）

3835売 却 損 益

4734株 式 等 損 益

△1△4償 還 損 益

△3733売 却 損 益

△3928国 債 等 債 券 損 益

前年同期比26/3期

△37△1個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

△3△23一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

前年同期比26/3期

△37△1個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

△3△23一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

前年同期比26/3期



北九州銀行の平成25年度決算概要

コ ア 業 務 純 益 19億円（前年同期比 +0億円）

与 信 関 係 費 用 △0億円 （前年同期比 +1億円）

4

有 価 証 券 関 係 損 益 0億円 （前年同期比 +0億円）

（億円）

（億円）

（億円）

※コア業務純益：一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益控除後の業務純益

◆資金利益は微減するも、役務取引等利益の増加・営業経費削減によりコア業務純益は前年同期比0.8億円増加。
◆一方で、与信関係費用が増加したため、当期純利益は前年同期比0.4億円減少。

（億円）

前年同期比

128 0

108 0

資金利益 97 △ 1

役務取引等利益 8 1

その他業務利益
（うち国債等債券損益）

2
（△ 0）

1
（0）

89 △ 0

うち人件費（△） 41 0

うち物件費（△） 43 0

- -

19 0

コア業務純益 19 0

1 △ 0

うち不良債権処理額（△） 0 0

うち株式等関係損益 0 0

うち貸倒引当金戻入益 0 △ 1

20 △ 0

0 1

20 1

11 △ 0

△ 0 1

26/3期

※記載金額は、単位未満を切捨て表示

経常収益

与信関係費用（△）

当期純利益

税引前当期純利益

特別損益

経常利益

臨時損益

業務純益

業務粗利益

一般貸倒引当金繰入額（△）

経費（除く臨時処理分）（△）

1918 +1
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+1+1

+0+0
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△0△0△1
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00償 却 額 （減損処理） （△）

00売 却 損 益

00株 式 等 損 益

--償 還 損 益

0△0売 却 損 益

0△0国 債 等 債 券 損 益

前年同期比26/3期

00償 却 額 （減損処理） （△）

00売 却 損 益

00株 式 等 損 益

--償 還 損 益

0△0売 却 損 益

0△0国 債 等 債 券 損 益

前年同期比26/3期

△12３個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

13△4一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

前年同期比26/3期

△12３個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

13△4一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

前年同期比26/3期



預 金

貸出金

預貸金の状況

32,000 32,696

7,231 7,654

18,797 18,279

31,854

8,046

19,283

24/3末 25/3末 26/3末

10,625 10,786

7,481 7,549 8,399

39,777
40,84040,182

10,202

24/3末 25/3末 26/3末

もみじ

山 口

地公体

１．銀行別推移

１．銀行別推移

2.セグメント別（3行合算）

△2.8％

+0.5％
+1.0％

△4.0％

+0.9％

57,883 +0.1％

事業性

個人ローン

（億円） （億円）

49,12148,462 51,281

6,826 7,269
8,298

27,910 28,202 28,453

24/3末 25/3末 26/3末

35,276 36,179 38,277

40,291 42,122 42,895

507 445 637
7,123 5,847 6,222

24/3末 25/3末 26/3末

山 口

もみじ

2.セグメント別（3行合算）
（億円）（億円）

83,198 +1.7％

+1.0％

+1.4％

流動性預金

定期性預金

外貨預金

譲渡性預金
△17.9％

△12.3％

+4.5％

+2.6％

合算

合算

5

北九州

57,934

84,593

◆貸出金：個人ローンなどの良質な貸出資産を積上げた結果、前年同期比2,092億円増加し、総貸出金残高6兆円台へ。
◆預金：オーバーローンを解消した北九州銀行をはじめとして、総預金残高は前年同期比3,440億円増加。

北九州

※記載計数は国内店勘定です。

+6.5％

+5.8％ ２５/３期の貸出債
権証券化の影響

２５/３期の貸出債
権証券化の影響

60,026

+5.5％

+2.2％

+3.6％

+5.1％

+1.6％

+5.7％

+11.3％

88,033+4.1％

+0.9％

+4.4％

+14.1％

+6.4％

+43.2％

+1.8％

+5.8％

貸出債権証券化前
の水準を上回る

貸出債権証券化前
の水準を上回る



期中平均利回りの推移

※利回り・利鞘は国内業務部門分（預金についてはＮＣＤを含む）、半期毎の利回りを記載、単位未満を切捨表示。

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

◆市場金利の低下が継続しており、依然として貸出金利回りは下方推移。
◆設備資金取込等貸出金利回り維持向上を図るとともに、高利回り定期預金の満期到来による預金利回り低下を見込む。

6

1.29%1.30%
1.33%

1.37%
1.44%

1.48%

1.21%1.19%1.21%
1.24%

1.33%1.35%

0.08%
0.11%0.12%0.13%0.11%0.13%

24年度上 24年度下 25年度上 25年度下 26年度上 26年度下

1.25%1.26%1.28%
1.33%

1.39%
1.46%

1.18%1.18%
1.20%

1.24%
1.30%

1.37%

0.07%0.08%0.08%0.09%0.09%0.09%

24年度上 24年度下 25年度上 25年度下 26年度上 26年度下

1.43%1.44%1.46%

1.53%
1.63%

1.67%

1.37%1.38%1.39%
1.45%

1.56%1.59%

0.06%0.06%0.07%0.08%0.07%0.08%

24年度上 24年度下 25年度上 25年度下 26年度上 26年度下

(計画)(計画)(計画)

貸出金利回り

預貸金単純利鞘

預金利回り

貸出金利回り

預貸金単純利鞘

預金利回り 預金利回り

預貸金単純利鞘

貸出金利回り

(計画) (計画) (計画)



△ 176
△ 21 △ 63

192
330

50798

107

188

24/3期 25/3期 26/3期

11,249
8,530

5,732

448

543

622

10,854
9,6556,020

922 1,023
1,213

846 1,536
1,003774

686
932

24/3末 25/3末 26/3末

27.7%

7.4%4.5%

52.4% 2.2%

5.9%

20,435

１．有価証券期末残高の推移（3行合算）
（億円）

３．有価証券評価損益の推移（3行合算）
（億円）

２．有価証券構成比（3行合算)

25/3末

４．保有債券のデュレーション

その他
外国証券

社債

地方債

国債

21,443

（年）

山口銀行 25/3期 26/3期 前年同期比

国内債 4.57 4.30 △0.27

外国債券 4.03 3.75 △0.28

もみじ銀行 25/3期 26/3期 前年同期比

国内債 5.06 4.44 △0.62

外国債券 3.92 3.35 △0.57

496114

合計

国内債

株式

その他

北九州銀行 25/3期 26/3期 前年同期比

国内債 4.83 6.60 +1.77

外国債券 - - -

20,718

551

7

株式

合計

8,237

7,150
4,601政府保証債 21,443

億円

20,718
億円

47.9%

4.1%

2.9%

37.7%
3.7%

3.7%

◆今後の金利上昇に備えてデュレーションを短期化しつつ、政府保証債を中心に運用。
◆株式評価額が増加し、有価証券評価益は551億円（前期比55億円増加）の水準。

26/3末

有価証券残高・評価損益の状況

39.8%

33.3%

社債10,854億円のうち、8,237億
円を政府保証債にて運用



95 88 95

58 53 55

4 9 10

38 50
65

24/3期 25/3期 26/3期

518 457
734

2,092

1,482

1,826

63

46

39

24/3期 25/3期 26/3期

4,004 4,461 5,195

1,494 1,184
884

1,671 1,354 1,001

3,415 3,731 3,757

24/3期 25/3期 26/3期

77 73 75

61 60 61

6 4
319 28
38

2113 13

24/3期 25/3期 26/3期

（億円）

役務収益の推移

１．商品・サービス別役務収益（３行合算）
（億円）

３．グループ企業別役務収益（ワイエム証券を含む）

※単位未満切捨て。グループ企業別の数値については、グループ間の相殺処理実施後の数値。

為 替

投信関連

生損保

178

その他

金融商品販売金融商品販売

山 口

もみじ

ワイエム
証券39

180

46

8

63

200

証券仲介

北九州

合計

◆グループ会社であるワイエム証券向けの仲介手数料を中心に、金融商品販売関連の収益が増加。
◆銀証連携強化によりワイエム証券の役務収益が伸長し、グループ合算の役務収益は前期比25億円増加。

合計 197 202 227
（億円）

（億円）

４．グループ個人預り資産推移（ワイエム証券を含む）

保 険

投資信託

公共債

ワイエム
証券

合計 10,585 10,730 10,837

２．投信・証券仲介、年金保険販売実績（３行合算）

投信・
証券仲介

年金保険

手数料



信用コストと不良債権の状況

１．与信費用（３行合算）
（億円）

２．不良債権残高と不良債権比率（３行合算）

230 260 228

814 779
633

530 535

546

2.31%

2.68%2.68%

24/3期 25/3期 26/3期

不良債権比率
（金融再生法ベース）

要管理債権

危険債権

破産更生債権

 開示債権合計 1,575 1,409 △ 165

製造業 249 224 △ 24

建設業 208 191 △ 17

卸売・小売業 275 234 △ 40

不動産業・物品賃貸業 188 147 △ 40

各種サービス業 318 308 △ 9

その他 335 301 △ 33

25/3期 26/3期 増減

（億円）

(1,574) (1,575)

+6億円

△ 14
△ 11

△ 1

△ 47

21

△ 22

△ 6

18

△ 0

△ 69

1

4

△ 80

△ 40

0

40

24/3期 25/3期 26/3期

山口銀行

もみじ銀行

北九州銀行

合算

9

(1,409)

（億円）〔業種別開示債権〕 （3行合算）

◆与信費用は、3行合算で前年同期比71億円減少して△69億円(利益計上)。
◆不良債権残高は、前年同期比165億円減少。不良債権比率も前年同期比△0.37%と大幅に改善。



13.34

11.75

12.89

14.38

12.96
14.01

12.64
12.45

24/3期 25/3期 26/3期

9.52

11.01

13.00

11.48

24/3期 25/3期 26/3期

自己資本比率の状況と資本政策

総自己資本比率推移 （％）
Ｔier１比率推移

ＦＧ連結(FIRB)
12.69%

もみじ(FIRB)
11.55%

バーゼル3移行

山口(FIRB)
14.22%

（％）

北九州(SA)
12.10%

バーゼル3移行

山口（FIRB)
13.27%

ＦＧ連結（FIRB)
11.10%

◆山口ＦＧの自己資本比率は、グループ各行バーゼル3移行後も12％台後半を維持。
◆平成25年12月に、外貨建貸出金需要の高まりに対応するため300百万米ドルのユーロ米ドル建てＣＢを発行。

◆発行額 300百万米ドル

◆年限 5年

◆クーポン 0%（ゼロコスト）

◆発行の狙い

アジアに強みを持つ金融グループとして、法人取引先の海外事業の拡大などを背景とした
外貨建貸出金需要の高まりに対応するため、転換制限条項及び取得条項（額面現金決済
型）の付与により株主価値の希薄化を 小限に抑えた、米ドル建てベースでの金利コスト
小化を狙った資金調達

資本政策（ユーロ米ドル建てＣＢの発行及び自己株式取得）

◆取得株数 ９百万株

◆取得の狙い

資本効率の向上を通じて潜在的な希薄化の影響を 小化

ユーロドル建てＣＢの発行及び自己株式取得の概念図

負 債 負 債負 債

Ｃ ＢＣ Ｂ

資 本資 本資 本

自己株式取得

【当初】 【自己株式取得後】【ＣＢ発行後】

ユーロ米ドル建てＣＢの発行 （平成25年12月）

自己株式の取得 （平成25年12月）

※山口フィナンシャルグループ及び山口銀行は平成25年3月期より国際統一基準（バーゼル３）により算出しております。もみじ銀行及び北九州銀行は平成26年3月期より国内基準（バーゼル３）により算出しております。
※山口フィナンシャルグループ、山口銀行及びもみじ銀行は信用リスク・アセットの算出において、基礎的内部格付手法を採用しております。北九州銀行は標準的手法により算出しております。
※自己資本の構成に関する開示事項については当社ホームページ上に記載しております。

バーゼル3移行

バーゼル3移行

バーゼル3バーゼル2

10

株主価値の希薄化を 小化しつつ、
米ドル建負債の金利コスト 小化を実現

株主価値の希薄化を 小化しつつ、
米ドル建負債の金利コスト 小化を実現

総自己資本比率
12.69%と健全性は堅持



18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

経費の推移と見通し

46 38 36

369 359 346

44

338

385
395 389 393

74.7%
73.5%73.0%

76.3%

23年度 24年度 25年度 26年度（計画）

人件費

税金

物件費

810 786

3行合算経費と修正ＯＨＲ（山口ＦＧ連結）の推移

△23億円 768

◆平成22年度より増加していたシステム経費のピークは平成26年度が 終年度。

◆平成27年度以降は、システム・事務共通化の効果を 大限に活用するステージへ進む。

修正ＯＨＲ

合計

11

（億円）

△9億円

平成24年度～平成26年度がシステムコストのピーク

共同化システム投資
償却後の水準

山口銀行

もみじ銀行

北九州銀行北九州銀行

システムコストの推移（イメージ図）

共同化システム
移行前の水準
約125億円

Ｈ22/5月
山口銀行
システム移行

Ｈ23/10月 北九州銀行システム分割
Ｈ24/01月 もみじ銀行システム移行

Ｈ27/4月
山口銀行
償却終了

＋8億円

・預金保険料増
・新規出店コスト
など

Ｈ28/9月
北九州銀行償却終了
Ｈ28/12月
もみじ銀行償却終了

共同化システム投資償却

△6億円

△18億円

△3億円

△12億円

776＋7億円

△8億円

・基幹行員の減少
・退職給付費用減
など



12

平成27年3月期の業績予想

◆平成27年3月期は、与信関係費用の戻入益（利益計上）や有価証券関係損益が減少し、減収減益を予想。
◆引続き、資金収支の改善、役務取引等利益の増加などに努め、コア業務純益は平成26年3月比増加を見込む。

1.山口FG連結業績予想 2.3行合算業績予想

3.各行単体業績予想

※記載金額は、単位未満を切捨て表示

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

通期予想 26/3比 通期予想 26/3比 通期予想 26/3比

経常収益 780 △ 57 495 △ 66 135 6

コア業務粗利益 624 46 370 △ 15 112 3

資金収支 521 16 322 △ 24 100 3

役務収支 88 11 46 8 9 0

経費（△） 381 0 301 3 94 4

人件費（△） 158 △ 8 137 △ 1 42 0

物件費（△） 201 4 147 1 45 2

コア業務純益 243 45 69 △ 18 17 △ 1

経常利益 295 △ 11 125 △ 48 20 △ 0

当期利益 190 0 80 △ 49 12 0

与信費用 △ 1 45 △ 5 17 3 3

（単位：億円）

通期予想 26/3比

経常収益 1,470 △ 140

コア業務粗利益 1,170 32

コア業務純益 310 23

経常利益 415 △ 83

当期利益 240 △ 72

ＲＯＥ 4.5% △ 1.5%

ＢＩＳ比率 12.5% △ 0.19%

（単位：億円）
　ＹＭＦＧ連結 　３行合算

通期予想 26/3比

経常収益 1,410 △ 116

1,107 33

資金収支 944 △ 4

役務収支 143 19

776 7

人件費 338 △ 8

物件費 393 8

330 25

440 △ 60

282 △ 48

△ 3 66

コア業務粗利益

（単位：億円）

経常利益

当期利益

与信費用

経費

コア業務純益



5.0 5.0
6.0

1.0
3.25 3.5

4.5

4.5

5.0 5.0 5.0

5.0
6.0

3.25 3.5
4.5

5.0

3.25

5.0

17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

通期実績
9.0円

山口FGの配当実績・予想

上段：期末配当金
下段：中間配当金

山口銀行（単体）
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（円）

5.0 5.0

6.0

25/3期
通期実績
12.0円

5.0

24/3期
通期実績
11.0円

21/3期～23/3期 24/3期

記念配当

※平成26年度配当金については予想

25/3期 26/3期

26/3期
通期実績
13.0円

通期実績
8.0円

通期実績
6.75円

通期実績
6.50円

経営統合

配当実績・計画

◆平成26年3月期通期では、3年連続して増配となる年間13.0円の配当実績。
◆平成27年3月期は、4年連続して増配となる年間14.0円の配当を予想。

通期実績
10.0円を

3年間継続

6.0

6.0

27/3期（予想）

6.0

7.0

27/3期
通期予想
14.0円

1.0 増配

1.0

1.0

増配
1.0

増配


